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（Luce Irigaray）は彼女の著書の『Speculum of the other woman』で、以下のような理論を提唱した。社




















































































    
 
うとするものである。現代中国における問題意識から生まれた本作品は普遍的な主題も含有しており、博士
号に値する作品として評価できる。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
許力静の博士論文「自己の他者 -中国人女性写真家はいかに個を表現してきたか-」は、女性写真家を対
象として中国の近・現代史における社会変化の中での、その環境と個人の表現がいかに変化し、発展受容さ
れてきたかを中心に書き上げたものである。新中国の誕生から、文化大革命、改革開放、計画生育政策やグ
ローバリズム等の社会の変遷を経て、その社会と個人の表現の発展を巡り、女性写真家がいかにそのアイデ
ンティティを確立したか。女性という社会的性別とは一定の距離を置き、創作行為を行うことによって自ら
の自我を再確認し、自己を客観的に認めることができるようなったとする。 
 本論は、5章に渡って構成され、第一章においては1949年の中華人民共和国建国から文革期には、個の意識
が隠匿され政治の中にとりこまれたことを示し、第二章では、1978年に始まる改革開放時代からは、個の意
識が転換し次第に留まることをしらずに発展していった芸術写真について記述する。第三章においては、 198
9年以降を中国の現代美術の始まりとし、海外の影響も大きなコンテンポラリーアートと併走することによ
り、長らく抑圧された個の意識が、社会の寛容性の増大により自発的に覚醒することを示す。男性の他者と
しての存在から自己によって客体化された他者としての女性自身、その自立を語る。第四章では、以降現代
までの中国現代美術と写真表現の成熟期について、様々に活性化する様子を分析する。急激な社会寛容度の
変化によって、非対立的、非批判的、非同一的ジェンダーという視座で世界からも注目される中国のアート
状況について記述する。第五章では、さらに女性写真家の自己を反射させる鏡として創作を実践し、能動的
に自らが自分の他者となる道筋について結論づけた。中国の社会変化とともに女性写真家の意識の変化に着
目し、今日の発展の状況を分析した論文は、相対的な意味での世界への論述が足りないが、急激に発展した
中国の女性写真家のあり方を分析した論文として十分に価値がある。 
 そして修了制作は「女厶（女としてのわたし）-女性循環と大衆意識-」と題された、写真作品を用いたイ
ンスタレーションである。許は、留学によって日本語と中国語の表現の違いに着目した。中国では他という
意味には三人称男性の意味があり、她が同じ三人称の女性を意味することから、女性としての私を意味する
女厶(わたし)という文字を創作しタイトルにした。作品は、自身と母親、そして祖母、という女系三代の裸
体写真を紗にプリントし中空に展示、壁面には“女厶(わたし)新聞”がデザインされ、曾祖母、祖母、母
親、自身、架空の娘の自らの現在の年齢と同じ時代のポートレートが額装され展示された。また、“女厶(わ
たし)新聞”は、自身、母親、祖母のそれぞれがプリントされた3種類のタブロイド新聞も別にあり、持ち帰
り自由になって、観客の反応を読み取れるようになっている。さらに壁には「わたしは死んでいく。君も」
という文が記され、人間の死とは、直後は一定のニュースになるが、新聞のように翌日になると価値がさが
り、棄てられてしまう虚しさを表現しようとする。このように写真と言葉と印刷物を使った、空間と壁面に
渡る意欲的なインスタレーションであり、透明素材へのプリントのあり方も新鮮である。最終的に作者許力
静は、鑑賞者との相互的関係性をも用いて女性像をどう理解するかをテーマとした作品に昇華させた。この
博士課程修了制作作品と論文とを総合判断して、課程博士、総合審査結果を合格とする。 
 
 
